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□□　第９章　街並みのカラーデザイン　□□
１．ヨーロッパの古い町を訪ねると、町全体が類似した色調に彩られていることに気づく。それは、石や漆喰の色であるが、基本的には〔R系、YR系、Y系、B系、W系〕の色である。このように類似した色相で構成された街並みを、環境色彩デザイナーの吉田は〔　　　　　〕調和型の街並みと呼ぶ。トーンが揃っている場合には〔　　　　　〕調和型の街並みである。色相・トーンどちらも微妙に変化しているけれども、隣り合った建物の色どうしは類似しているというような場合には、〔　　　　　〕調和型の街並みということになる。

　吉田は触れていないけれども、建物の壁面を眺めていると、全体に共通する特性は見出しづらいが、なんとなく調和が感じられるというケースもある。これを、曖昧調和型として本では紹介している。

写真紹介

　Portofino（ポルトフィーノ）：イタリア、ジェノバ近くの小さな漁村。リゾート地として発展したらしく、ブティックがいくつもあったのには驚いた。

　Lucca（ルッカ）：イタリア、フィレンツェとピサの間にある小さな町。円形劇場だったところが広場になっている。そこの写真。

　Port-Grimaud（ポールグリモ）：フランス南東部サン・トロペ湾に面したリゾート。新たに開発された古風な町。詳しくは、設計者スポエリが書いた「やさしい建築」（鹿島出版会）を参照のこと。

　Dinkelsbuhl（ディンケルスビュール）：ドイツ、ロマンティック街道の目玉のひとつ。

　Lothenburg（ローテンブルク））：ドイツ、ロマンティック街道の珠玉の町。

２．槙らの実験によれば、隣り合った建物壁面の色が類似しているほど、調和感が増すようである。そうであれば、すべての壁面色を統一すれば、最高の調和が得られるのだろうか。評定実験を行ってみると、そういった配色の調和感は高い。まあ、「調和していない」ということは憚られる配色ではあるから、そういう結果が出ることも頷ける。しかし、それが最高に好ましい配色かと問われると疑問が残る。

　街並みの好ましさ・美しさは、調和やまとまりの他に、〔　　　　　・　　　　　〕が関わっているという評定実験結果がある。後者については、たとえば、西洋のオールドタウンのように、屋根や壁の色や形の微妙な差異が、それを形作ることもあるだろう。また、その色調が関係していることもあるだろう。

　ギリシャの昔から、「美は調和であり、調和は秩序である。」と言われてきたが、調和や秩序を気にするだけでは、好まれる美しい街並みにはならなさそうである。

３．西洋の看板を見ていると、「板」ではなく、「線」で構成されたものが多い。壁面に直接取り付けられたものは、店名を示すロゴが描かれているのだし、壁から突き出た〔　　〕看板でも、鋳鉄製の文字のデザインでみせる類のものが多い。つまり、文字の周りは環境色なのだ。一方、日本の場合には、文字の周りの「板」にあたる部分が環境色から浮き出て見える。つまり、環境色以外の色の面積が大きい。

　アルファベットであれば筆記体とすることで文字を接続できるけれど、日本語は、たとえ草書体でも偏と旁がばらばらになるから、致し方ないのかもしれない。しかし、「板」の部分を省くような処理を行えれば、美観に貢献することができるであろう。

　看板がまったくないのも活気に欠けるらしく、グラフィックソフトで作成した街並みの３Ｄ画像の評価は、看板があるときよりないときの方が〔高かった・低かった〕。しかし、看板を制限すると評価は〔高くなった、低くなった〕。うまく制限しながら、もしくはデザインを誘導しながら、看板を使用することを考えると良いだろう。

４．人は、部分というよりは全体を見ている。「病院は病院らしい色」とか「オフィスはオフィスらしい色」というのは、〔全体、部分〕に着目した見方である。街並みの中にそれらの建物が存在することになれば、周辺の色彩との関係性の方が印象と関わってくる。ゆえに、「らしい色」へのこだわりは、それほど強く持つ必要はないといえる。つまり、建築単体のコンセプトに必要以上に引きずられる必要はない。

　色彩コード（色彩を誘導する約束事）は、〔街路ごとに、街区ごとに、建築種別ごとに、建築単体ごとに〕設けることが望ましいと言えるだろう。

５．色の効果が変化することを第３章で学んだ。そこでも記述したことであるが、街並みの色は、街並み自身が〔形態、テクスチャ〕として持っている印象を引き出すか否かの役割を持っているに過ぎないと見なせる研究結果がある。

　街並みの画像において、建物壁面の色彩をいくつかのパターンに変化させたとき、「まとまり・落ち着き」と「生活感」の２軸で構成される平面に評定平均値をプロットしてみると、画像ごとに〔直線状、円弧状〕の布置を示した。その傾きは、「生活感の変化とまとまり・落ち着きの変化の比」を示すことになる。まとまり・落ち着きの変化が小さく、生活感の変化が大きい景観としては、〔下町らしさを残す住宅街や商店街、オフィス街〕のものがある。そこでは、道にあふれ出している物や建物のデザインが醸し出す雰囲気を引き出す程度に色彩のパターンが関与しているようである。そのとき、派手な配色パターンより、統一の取れた地味な配色パターンの方が、雰囲気を引き出す度合いは〔大きかった、小さかった〕。街並みでは、〔派手な配色パターン、統一の取れた地味な配色パターン〕を基調とすべきであろう。
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